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松
山
地
裁
で
は
原
告
側
が

年

月
に

提
訴
し
、
地
震
や
噴
火
の
想
定
の
妥
当
性

や
避
難
計
画
な
ど
を
争
点
に
、

回
の
口

頭
弁
論
を
経
て

年
６
月
に
結
審
し
た
。

原
告
側
は
、
巨
大
地
震
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
が
あ
る
原
発
沖
の
中
央
構
造
線
断
層

帯
に
つ
い
て
、
四
電
が
実
施
し
た
地
下
構

造
調
査
は
不
十
分
で
、
耐
震
設
計
の
目
安

と
な
る
基
準
地
震
動
は
過
小
と
主
張
。
佐

田
岬
半
島
は
災
害
時
に
陸
路
の
避
難
ル
ー

ト
が
限
ら
れ
て
お
り
、
避
難
計
画
に
は
実

効
性
が
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
。
追
加
提

訴
を
含
め
た
原
告
は
計
１
５
０
２
人
（
故

人
含
む
）
。

四
電
側
は
、
福
島
の
事
故
後
に
設
置
さ

れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
が
決
定
し
た
新

規
制
基
準
に
基
づ
き
、
地
震
や
津
波
、
火

山
な
ど
へ
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
原
子

炉
冷
却
に
必
要
な
電
源
の
多
様
化
や
強
化

を
進
め
て
き
た
と
説
明
。
放
射
性
物
質
が

外
部
に
大
量
に
放
出
さ
れ
る
具
体
的
な
危

険
性
は
な
い
と
反
論
し
て
い
た
。

判
決
前
に
暫
定
的
な
運
転
差
し
止
め
を

求
め
る
仮
処
分
に
つ
い
て
は
、
地
裁
が

年
７
月
に
却
下
し
、
高
松
高
裁
も
地
裁
の

判
断
を
支
持
し
原
告
側
の
抗
告
を
棄
却
し

て
い
た
。
伊
方
原
発
を
巡
る
同
様
の
集
団

訴
訟
で
は

年
３
月
の
大
分
地
裁
と
今
月

５
日
の
広
島
地
裁
の
両
判
決
が
請
求
を
棄

却
し
、
い
ず
れ
も
原
告
側
が
控
訴
。
山
口

地
裁
岩
国
支
部
の
審
理
は
続
い
て
い
る
。

四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
（
伊
方
町
）

で
大
量
の
放
射
性
物
質
放
出
事
故
が
起
き
れ

ば
生
命
や
生
活
が
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
住
民

ら
が
運
転
差
し
止
め
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決

が

日
、
松
山
地
裁
で
あ
り
、
菊
池
浩
也
裁

判
長
は
、
原
告
側
請
求
を
棄
却
し
た
。
２
０

１
１
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
後
の
伊
方
原
発
を
巡
る
集
団
訴
訟
で
は
こ

れ
ま
で
、
大
分
、
広
島
の
両
地
裁
判
決
が
四

電
の
地
震
・
火
山
対
策
や
国
の
審
査
の
妥
当

性
を
認
め
「
生
命
や
身
体
を
侵
害
す
る
具
体

的
危
険
が
生
じ
る
と
い
え
な
い
」
と
し
て
同

様
に
請
求
を
退
け
て
お
り
、
運
転
容
認
の
判

断
は
３
例
目
。

松
山
地
裁
が
四
国
電
力
伊
方
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を
認
め
ず

不
当
判
決

な
ど
と
訴
え
る
原
告
関
係
者

‖

日
午
後

松
山
市
一
番
町
３
丁
目
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